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志田 順 先生の足跡を追って 





















    


























開所祝いは 2 月 11 日の紀元節を卜（ぼく）して行われることになり、準備として、先ず、玄関に近
い西棟の一室に、餅米を蒸すための竈を作ることから始められたが、志田先生は自ら煉瓦鏝を振るっ
て、耐火煉瓦の積み方を指導され、それに従って、私たち数名が、一応竈らしいものを作り、煙突も


































とりがダンダラ提灯をぶら下げて 新城教授を囲んで 山道を歩き、師弟の和を固め合った。 




































る（志田, 1935b）。また、気候の永年変化と地磁力の長期的な変動の共通性から 700 年の周期に着目し、
14 世紀に世界中が大荒れに荒れた事実、例えば、1316 年の英国の大飢饉の際には小麦価格が 5 倍に暴騰
し、1323年の大寒気のときにはバルチィク海が完全に氷結し、スウェーデンからドイツまで馬や橇で往復
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